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省
エ
ネ
住
宅
に
対
す
る
補
助

制
度
で
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
の
が

継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
Ｚ
Ｅ

Ｈ
に
対
す
る
優
遇
施
策
だ
。

２
０
２
０
年
度
も
環
境
省
、

経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
の

３
省
連
携
に
よ
る
Ｚ
Ｅ
Ｈ
へ
の

支
援
が
行
わ
れ
る
。
複
数
の
支

援
事
業
を
通
じ
て
、
多
面
的
に

Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
普
及
拡
大
を
目
指
し

て
い
る
。

ま
ず
、
環
境
省
は
戸
建
住
宅

に
お
け
る
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
（
Ｚ
Ｅ
Ｈ

化
）支
援
事
業
を
実
施
す
る
。注

文
な
ど
の
戸
建
住
宅
に
対
し
て

戸
当
た
り
60
万
円
を
補
助
す
る

予
定
だ
。
一
方
、
経
済
産
業
省

で
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資
促

進
に
向
け
た
支
援
補
助
金
の
な

か
で
、
太
陽
光
発
電
の

自
家
消
費
量
拡
大
を
目

指
す
Ｚ
Ｅ
Ｈ
＋
や
、
多

発
す
る
自
然
災
害
を
踏

ま
え
、
蓄
電
池
の
備
え

や
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
性
を

高
め
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

単
位
で
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ
を
支

援
す
る
。

国
土
交
通
省
で
は
地

域
型
住
宅
グ
リ
ー
ン
化

事
業
の
な
か
で
、
中
小

工
務
店
の
連
携
に
よ
る

Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
取
り
組
み
に

補
助
を
行
う
。

新
築
の
省
エ
ネ
住
宅

に
対
す
る
補
助
は
、
Ｚ

Ｅ
Ｈ
以
外
も
用
意
さ
れ

て
い
る
。
国
土
交
通
省

で
は
、
地
域
型
グ
リ
ー

ン
化
事
業
の
な
か
で
、

長
期
優
良
住
宅
や
低
炭

素
住
宅
と
い
っ
た
認
定

住
宅
に
対
し
て
も
補
助

を
行
う
。
加
え
て
、
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
建
築
物
等

先
導
事
業
（
省
Ｃ
Ｏ
２

先
導
型
）
で
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅

に
対
す
る
支
援
を
行
う
。

補
助
制
度
で
は
な
い
も
の

の
、
フ
ラ
ッ
ト
35
Ｓ
の
金
利
引

き
下
げ
も
行
わ
れ
る
。な
お
、フ

ラ
ッ
ト
35
Ｓ
の
金
利
Ｂ
プ
ラ
ン

の
う
ち
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
に

係
る
基
準
に
つ
い
て
は
、「
断
熱

等
性
能
等
級
４
で
あ
る
こ
と
」

か
つ
「
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
等
級
４
以
上
で
あ
る
こ
と
」

と
見
直
し
を
行
い
、
省
エ
ネ
性

能
の
高
い
住
宅
の
取
得
を
推
進

す
る
。

国
交
省
を
中
心
に 

省
エ
ネ
改
修
へ
向
け
支
援

リ
フ
ォ
ー
ム
分
野
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
が
展
開
さ
れ
る
。

国
土
交
通
省
は
省
エ
ネ
基
準

相
当
の
木
造
住
宅
の
省
エ
ネ

改
修
工
事
に
対
し
、
戸
当
た
り

50
万
円
を
支
援
す
る
地
域
型
グ

リ
ー
ン
化
事
業
（
省
エ
ネ
改
修

型
）
を
実
施
す
る
。

さ
ら
に
、
省
エ
ネ
基
準
相
当

へ
の
改
修
工
事
を
支
援
す
る
長

期
優
良
住
宅
化
リ
フ
ォ
ー
ム
推

進
事
業
も
行
う
。
所
管
行
政
庁

か
ら
長
期
優
良
住
宅（
増
改
築
）

の
認
定
を
受
け
た
も
の
は
戸
当

た
り
２
０
０
万
円
、
一
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
が
省
エ
ネ
基
準

比
20
％
削
減
さ
れ
る
も
の
に
対

し
て
は
戸
当
た
り
２
５
０
万
円

を
補
助
す
る
。
さ
ら
に
三
世
帯

同
居
対
応
改
修
工
事
な
ど
一
定

の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
50
万

円
が
加
算
さ
れ
る
。

補
助
で
は
な
い
が
、
フ
ラ
ッ

ト
35
リ
ノ
ベ
で
、
金
利
も
優
遇

す
る
。既
存
住
宅
の
取
得
時
に
、

省
エ
ネ
性
能
を
向
上
す
る
一
定

規
模
以
上
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行

う
場
合
に
、
当
初
５
年
間
に
渡

り
金
利
を
０
・
５
％
引
き
下
げ

る
。
省
エ
ネ
改
修
後
の
性
能
が

省
エ
ネ
基
準
比
10
％
の
削
減
と

な
る
場
合
は
、
金
利
引
き
下
げ

期
間
が
10
年
間
と
さ
ら
に
優
遇

す
る
。

国
土
交
通
省
が
説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
、２
０
２
０
年
度
の
住
宅
優
遇
施
策
が
み
え
て
き
た
。省
エ
ネ
住
宅
に
対
し
て
は
、

２
０
１
９
年
度
と
同
様
に
３
省
連
携
に
よ
る
Ｚ
Ｅ
Ｈ
へ
の
支
援
制
度
が
実
施
さ
れ
る
う
え
、長
期
優
良
住
宅
や
低
炭
素
住
宅

と
い
っ
た
認
定
住
宅
に
対
す
る
補
助
も
実
施
。加
え
て
、省
エ
ネ
改
修
に
対
す
る
支
援
制
度
も
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
補
助
制
度
な
ど
を
中
心
に
２
０
２
０
年
度
に
実
施
が
見
込
ま
れ
て
い
る
省
エ
ネ
住

宅
に
対
す
る
優
遇
施
策
を
紹
介
し
て
い
く
。（
２
月
下
旬
時
点
の
情
報
で
す
。今
後
、予
定
が
変
わ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
）

Ｚ
Ｅ
Ｈ
、省
エ
ネ
改
修
な
ど
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施

国土交通省の省エネ住宅に対する住宅取得優遇施策

出典：国土交通省

国土交通省が、先ごろ改正建築物省エネ
法の特設Webサイトを開設、関連する情
報発信に注力している。

改正建築物省エネ法は、住宅・建築物の
総合的な 省エネ対策が盛り込んだ法律。
戸建住宅に対する措置では、設計者である
建築士から建築主に対して、省エネ性能に
関する説明を義務付ける制度を創設した
ほか、住宅トップランナー制度の対象に、
注文戸建住宅・賃貸アパートを供給する大
手住宅事業者を追加した。

住宅 ト ッ プ ラ ン ナ ー 制度 の 拡充 は、
2019年11月16日から施行され、注文戸建
住宅については、年間300戸以上を供給す
る事業者に対し、一次エネルギー消費量基

改正建築物省エネ法の特設Webサイト
https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/shoenehou.html

国土交通省 改正建築物省エネ法の特設ページを開設

支援措置の名称 支援対象 主な補助率・補助額等

新
築

地域型住宅
グリーン化事業

（高度省エネ型）

地域の中小工務店のグループの
下で行われる省エネ性能に優れ
た木造住宅の新築

補助率：「掛かりまし費用」の1／2
限度額：ZEH　140万円／戸
低炭素認定住宅　110万円／戸　ほか

サステナブル建築物等
先導事業

（省CO2先導型）
先導性の高い省エネ化に取組む
住宅（主にLCCM住宅）の新築

補助率：「掛かりまし費用」の1／2
限度額：125万円／戸（※）
※LCCM住宅以外の場合は建築物に準じる

フラット35S 省エネ性能に優れた住宅の新築 適用金利▲0.25％／年、当初5年間（※）
※省エネ基準▲10％相当の場合は10年間

住宅ローン減税
（所得税）

認定長期優良住宅・認定低炭素
住宅の新築

一般住宅に比べ、最大控除額を100万円加算【税額控除】
（消費税率10％が適用される住宅の新築をした場合、 
最大控除額を120万円加算【税額控除】）

投資型減税
（所得税）

認定長期優良住宅・認定低炭素
住宅の新築

控除率：標準的な性能強化費用相当額の10％
最大控除額：65万円【税額控除】

固定資産税、
登録免許税、
不動産取得税の
優遇措置

認定長期優良住宅・認定低炭素
住宅の新築

固定資産税：一般住宅に比べ、軽減期間を2年延長（※）
登録免許税：一般住宅に比べ、税率を0．05％〜0．2％減免
不動産取得税：一般住宅に比べ、課税標準からの控除額を

100万円増額（※）
※認定長期優良住宅のみ

贈与税非課税措置
住宅取得費用の贈与を受けて行
う省エネ性能（省エネ基準相当）
に優れた住宅の新築

一般住宅に比べ、非課税限度額を500万円加算

改
修

地域型住宅
グリーン化事業

（省エネ改修型）

地域の中小工務店のグループの
下で行われる木造住宅の省エネ
改修工事（省エネ基準相当）

50万円／戸（定額）

長期優良住宅化
リフォーム推進事業

省エネ性能等を有する住宅（省エ
ネ基準相当）への改修工事

補助率：1／3
限度額：200万円／戸（※）
※省エネ基準▲20％相当の場合は250万円／戸

フラット35リノベ
中古住宅購入とあわせて実施す
る省エネ性能の向上に資する改
修工事

適用金利▲0.5％／年、当初5年間（※）
※省エネ基準▲10％相当の場合は10年間

省エネリフォーム税制
（所得税／投資税）

※別途、ローン型もあり

省エネ性能を有する住宅への改
修工事

控除率：標準的な工事費用相当額の10％
最大控除額：25万円／戸（※）【税額控除】
※太陽光発電を設置する場合は35万円／戸

贈与税非課税措置
住宅取得等費用の贈与を受けて
行う省エネ性能を有する住宅（省
エネ基準相当等）への改修工事

一般住宅に比べ、非課税限度額を500万円加算

省
エ
ネ
住
宅
取
得
の
優
遇
施
策

そ
の
ほ
か
、
経
済
産
業
省
で

は
既
存
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
に

向
け
た
工
期
短
縮
が
可
能
な
高

性
能
断
熱
建
材
や
快
適
性
向
上

に
も
資
す
る
蓄
熱
材
・
調
湿
材

な
ど
の
次
世
代
省
エ
ネ
建
材
の

効
果
の
実
証
も
支
援
す
る
。

2020年度

準を、省エネ基準に比べ25％削減（当面は
20％削減）する措置が課せられている。

一方、戸建住宅に対する省エネ基準の説
明義務化については、2021年4月から実施
される予定となっている。

国土交通省の特設Webサイトでは、改
正建築物省エネ法の概要が分かるだけで
なく、動画やチラシなどのツールも公開し
ているのが大きな特長。

改正のポイントをQ＆Aやイラストな
どを用いて分かりやすく解説。また、「ライ
ブラリー」のなかに、国土交通省が全国で
行っている説明会や講演の動画をアップ
しているほか、その説明資料も公開してい
る。また、戸建住宅用の外皮性能や一次エ

ネルギー消費量を簡単に計算できる簡易
計算シートや、エンドユーザーへの説明に
も活用可能な制度概要や説明義務を簡単
に紹介したチラシも公開しており、住宅事
業者にとっては、Webサイトをさまざま
な場面で活用することができそうだ。



目に見えない部分こそ大切にした
長期優良の住み続けられる家

長期優良住宅を標準仕様とする分譲住宅を大きな柱に住宅事業を展開する。「Vism」のブ
ランドで分譲住宅、注文住宅を展開する。品質にこだわり、長く住み継ぐことができるオン
リーワンの家づくりを進める。

ご採用ビルダー CloseUp

ベ
ン
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン
は
、

仙
台
を
拠
点
に
北
は
石
巻
、
南

は
南
相
馬
の
エ
リ
ア
で
、
分
譲

住
宅
を
柱
に
注
文
住
宅
も
含
め

て
年
７
〜
８
棟
を
供
給
す
る
。

長
く
住
み
継
が
れ
る
家
づ
く
り

に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。

同
社
は
新
築
住
宅
を
「
Ｖ
ｉ

ｓ
ｍ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
で
展
開
す

る
。
分
譲
住
宅「
Ｖ
ｉ
ｓ
ｍ 
Ｈ

ｏ
ｕ
ｓ
ｅ
」（
ヴ
ィ
ズ
ム
・
ハ
ウ

ス
）
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら

に
空
間
を
最
大
限
に
利
用
し
た

設
計
が
大
き
な
特
徴
。
無
駄
を

さ
ら
に
暖
か
で
快
適
な

家
づ
く
り
を
目
指
し
た
い

株式会社ベンチャーデザイン
設計部 部長

小林雅博 氏
宮城県仙台市泉区加茂1丁目28-2

TEL022-342-7571
www.venture-design.co.jp

省
く
シ
ン
プ
ル
な
生
活
を
好
む

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
た
プ

ラ
ン
を
提
案
す
る
。

一
方
、
注
文
住
宅
「
Ｖ
ｉ
ｓ

ｍ 

Ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
ｔ
ｅ
」（
ヴ
ィ

ズ
ム
・
リ
ベ
ル
テ
）
は
、
ワ
ン

ラ
ン
ク
上
の
快
適
な
設
備
を
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
設

計
、
家
族
ご
と
に
異
な
る
夢
を

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
実
現
す
る
。

ス
キ
ッ
プ
フ
ロ
ア
な
ど
で

収
納
の
不
満
を
解
消

「
Ｖ
ｉ
ｓ
ｍ
」
は
ベ
ン
チ
ャ
ー

デ
ザ
イ
ン
の
家
づ
く
り
の
考
え

方
を
形
に
し
た
も
の
。
そ
の
大

き
な
特
徴
は
収
納
に
現
れ
て
い

る
。
建
坪
が
小
さ
い
家
で
は
ど

う
し
て
も
収
納
が
少
な
く
な
り

が
ち
。
一
部
屋
に
ク
ロ
ー
ゼ
ッ

ト
一
つ
で
は
ど
う
し
て
も
足
り

な
い
。
そ
こ
で
ス
キ
ッ
プ
フ
ロ

ア
の
手
法
な
ど
を
活
用
し
階
層

を
変
え
て
、
住
ま
い
の
さ
ま
ざ

ま
な
所
に
収
納
を
作
り
込
む
。

例
え
ば
、
階
段
下
収
納
や
中
２

階
の
収
納
部
屋
な
ど
だ
。ま
た
、

子
ど
も
部
屋
は
成
長
に
あ
わ
せ

て
家
具
の
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
を

変
え
て
い
き
た
い
も
の
。
ク

ロ
ー
ゼ
ッ
ト
な
ど
は
収
納
入
口

周
辺
を
空
け
る
必
要
が
あ
り
家

具
配
置
が
限
定
さ
れ
て
使
い
勝

手
が
悪
く
な
る
。
そ
こ
で
ド
ア

を
開
け
た
部
屋
の
外
に
収
納
を

設
け
る
な
ど
の
使
い
勝
手
の
良

い
プ
ラ
ン
を
提
案
す
る
。

高
断
熱・高
気
密
住
宅
は

専
門
の
施
工
会
社
に
依
頼

「
Ｖ
ｉ
ｓ
ｍ
」
は
、
目
に
見
え

な
い
住
宅
の
基
本
性
能
を
重
視

「Vism」は長期優良が標準。断熱材はパラマウントの「ハウスロンZERO」を採用

住まいのさまざまな場所に収納スペースを配置

し
て
い
る
。
長
く
暮

ら
し
続
け
る
か
ら
こ

そ
、
後
か
ら
手
を
入

れ
に
く
い
部
分
に
高

い
性
能
を
持
た
せ
る

べ
き
と
考
え
て
い
る

か
ら
だ
。
そ
し
て
こ

の
考
え
方
は
、
注
文

住
宅
は
も
と
よ
り
、

よ
り
コ
ス
ト
を
重
視

す
る
分
譲
住
宅
で
も

変
わ
ら
な
い
。

「
Ｖ
ｉ
ｓ
ｍ
」
は
、

長
期
優
良
住
宅
に
標

準
で
対
応
す
る
。

例
え
ば
、
耐
震
性

は
特
に
気
を
配
っ
て
い
る
部

分
。「
耐
力
壁
は
仕
上
が
る
と

ま
っ
た
く
見
え
な
く
な
る
部
分

だ
が
、
逆
に
見
え
な
い
部
分
だ

か
ら
こ
そ
最
初
に
し
っ
か
り
と

つ
く
る
」（
設
計
部
・
小
林
雅
博

部
長
）
と
考
え
、
完
全
乾
燥
材

で
品
質
が
安
定
し
て
お
り
強
度

の
ば
ら
つ
き
が
小
さ
い
構
造
用

集
成
材
を
金
物
で
接
合
す
る
工

法
を
採
用
す
る
。

省
エ
ネ
性
能
も
長
期
優
良
住

宅
の
レ
ベ
ル
で
、
パ
ラ
マ
ウ
ン

ト
硝
子
工
業
の
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル

断
熱
材
を
採
用
す
る
。「
い
つ

か
解
体
、
改
築
す
る
時
の
こ
と

を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
断
熱

性
能
や
火
災
時
に
ガ
ス
が
出
な

い
な
ど
ト
ー
タ
ル
の
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
高
い
」
こ
と

が
採
用
の
理
由
だ
。

注
文
住
宅
の
場
合
、
お
施
主

様
か
ら
の
要
望
に
よ
り
さ
ら
に

高
い
断
熱
性
能
の
家
と
す
る
場

合
も
あ
る
が
、そ
の
場
合
は
、施

工
を
専
門
の
事
業
者
に
委
託
す

る
。
一
般
的
な
袋
入
り
グ
ラ
ス

ウ
ー
ル
は
施
工
性
も
高
く
、
大

工
職
人
で
も
施
工
で
き
る
が
、

防
湿
シ
ー
ト
を
貼
る
工
事
で
は

専
門
事
業
者
の
方
が
よ
り
高
い

施
工
品
質 

を
期
待
で
き
る
た

め
だ
。

分
譲
住
宅
で
も

一棟一棟
に
こ
だ
わ
る

今
後
は
、
主
力
で
あ
る
分
譲

住
宅
に
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い

く
考
え
。
分
譲
住
宅
を
伸
ば
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
年
間
の
実
績

を
２
桁
に
乗
せ
る
こ
と
が
目
標

だ
。同

社
の
家
づ
く
り
は
一
棟
一

棟
に
こ
だ
わ
る
家
づ
く
り
。
そ

れ
は
分
譲
住
宅
で
も
変
わ
ら
な

い
。「
住
む
人
に
よ
っ
て
暮
ら
し

方
は
違
う
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
っ
た
住
ま
い
で
な
け
れ
ば

暮
ら
し
に
く
い
」
こ
と
か
ら
、

分
譲
住
宅
も
立
地
条
件
を
踏
ま

え
て
の
徹
底
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
に
基
づ
く
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
行
っ
て
い
る
。
立
地
に
よ
っ

て
購
入
者
の
層
は
変
わ
り
、
想

定
さ
れ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も

異
な
る
か
ら
だ
。

人
が
一
人
一
人
違
う
よ
う

に
、
家
づ
く
り
の
か
た
ち
に
も

個
性
が
あ
る
。「
Ｖ
ｉ
ｓ
ｍ
」と

い
う
名
称
に
は
、「
ベ
ン
チ
ャ
ー

デ
ザ
イ
ン
の
〝
ｉ
ｓ
ｍ
〞
に
、こ

れ
か
ら
出
会
う
ご
家
族
の
〝
ｉ

ｓ
ｍ
〞
を
合
わ
せ
、
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
家
を
」
と
い
う
想
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。
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